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高等教育の国際化の将来に関するネルソン・マンデラ湾
グローバル・ダイアローグ宣言

南アフリカ ポートエリザベス、2014 年 1 月 17 日

南アフリカ国際教育協会（IEASA）主催の 2014 年 1 月 15-17 日の間のグローバル・ダイアローグにそれ

ぞれ国と地域と地球的な責任をもって世界中から参加した９の国レベルの６の地域やその他の組織を代

表する我々は、倫理的配慮と非排他性に裏打ちされた国際化の実践の展開における意思決定と行動の重

要性を強調したコミットメントを宣言する。

我々は最近発表された２つの文書の重要性を確認する

・「高等教育の国際化における研究・教育の価値への支持：行動への呼びかけ」

国際大学協会（IAU）、2012 年 4月

・「学生の留学に関する憲章」

欧州国際教育者協会（EAIE）とオーストラリア国際教育協会（IEAA）によって世界中の考えを共有

する他の組織との連携の中で採択されたものである。

これらの文書に叙述された内容を実行するための表明を行う行動行程の構築のために、我々は、国際化

は、開発国、台頭国、開発途上国の組織と個人の互恵と発展に基づかなければならないことを再強調し

たい。

ダイアローグの参加者は、公正、倫理的、社会的責任をもち、接近可能で説明責任のあるグローバル高

等教育の指針を目指して、あらゆる地域の繁栄と多様性を認めるグローバルな高等教育と研究に主体的

に関与する。

ダイアローグの参加者は、国際化の将来の指針は、とくに社会発展の以下の３つの分野に焦点を絞るこ

とに合意する。

１ 学生と教職員の移動を前提とするプログラムにおいて質の高度化と多様性の推進をはかること

２ カリキュラムと学習成果の国際化により焦点をあてること

３ 国際的視角から平等で倫理的は高等教育のパートナーシップへの関与を獲得すること

以下の高度に重要なあるいは重要な行動過程が参加者の間で合意された。

高度に重要な行動

行動１：上で述べた３つの統合された分野は、グローバルな相互作用とダイアローグとこれらの行動

の最適化を保証するために、関係者に対する合同研修の中核的な要素にならなければならない。
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行動２：国際教育協会連合ネットワーク（NIEA)加盟組織は、2014 年の末までに会議や他の研修の機会

を拡大する。また、それぞれの組織のメンバーが、とくに途上国や台頭国のメンバーが、他の組

織に入会するために割り引きされたメンバー会費を用意する。

行動３：国際教育研究協会（ASIE)に所属するグローバル・ダイアローグ参加機関は、2014 年 4 月 1 日

の ASIE 会議において、途上国や台頭国からの研究者が共同研究や共同執筆を奨励し、広範な学術

的論文の出版を通して、研究分析の機会を提供する。

行動４：グローバル・ダイアローグは、NIEA の支援のもとに２年おきに組織される。次回のグローバ

ル・ダイアローグは、2016 年に開かれる。

行動５：グローバル・ダイアローグ参加者は、IAU 文書に沿って、自らの活動に倫理基準を適用するよ

うに関わらなければならない。また、それぞれの組織メンバーに対して同じように行うことを要

請するものとする。

行動６：2014 年末までに、国際教育における平等性と倫理性を保証するために国際パートナーシップ・

ガイドラインが作成され、NIEA 所属の組織によって採択することが提案される。

行動 7：2014 年末までに、研修のための専門的な識見を提供するため、IAU は現在の国際高等教育の専

門家のデーターベースを拡充し、他の国際機関のメンバーであるボランティアを包含する。

優先的行動

行動 8：グローバル・ダイアローグも参加した組織は、通常の IAU のグローバル調査に多様で積極的な

参加を促し、グローバル・ダイアローグの成果を生かす。

行動 9：NIEA は、国際高等教育についての研究を行う諸組織や諸センターのグローバル・ネットワー

クの発展を促進・支援し、次の 2 年間に途上国か台頭国で、この分野の地域研究に焦点をおいた

フォーラムを開催する。

行動 10：NIEA に所属する諸団体は、その活動をワーキンググループや行動志向の会議に再組織化する

プランを作成する。2014 年の NAFSA 会議での NIEA 会合では、この新組織について討議する。AIEA、

NAFSA、EAIE 会議に加えて、その他の戦略会議でも、行動志向のこの会議の形態がいかに活用され

るかを模索しなければならない。

グローバル・ダイアローグの諸団体は、この宣言で合意した行動の実行について、毎年評価することと

なる。彼らはまた、情報が広い範囲の関係者に提供可能となるよう NIEA が前述の２つの文書を共有し、

他の組織が類似の文書や宣言を（可能なら様々な言語で）共有できるオンライン・ポータルを作成する

予定である。

ダイアローグの参加者は、参加しなかった国際分やあるいは高等教育分野の諸組織・諸団体に対して、

上記の宣言を伝達し、できる限り、この宣言で合意した行動の実行についての指示を得ることに関与す

る。


